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《
６
月
定
例
会
》

議
員
共
済
費
《
６
千
６
百
73
万
円
余
》

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に

伴
う
負
担
金

防
災
備
品
購
入
費

《
３
百
60
万
円
》

備
蓄
用
毛
布
１
０
０
０
枚
を
購
入

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
増
額

《
１
千
４
百
万
円
余
》

設
置
補
助
の
申
請
が
増
加
し
た
こ
と

に
伴
う
増
額

地
域
産
業
振
興
事
業
費
《
２
百
万
円
》

う
る
し
の
里
中
道
通
り
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、
地
域
密
着
で

継
続
し
た
に
ぎ
わ
い
を
目
指
し
て
ア
ー

ト
を
切
り
口
に
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

西
山
球
場
の
改
修
工
事
（
捕
縄
）

《
７
千
２
百
万
円
》

立
待
地
区
排
水
処
理
施
設
の
工
事
費
増

額

《
５
千
万
円
》

３
路
線
を
認
定

国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
も
の
。

市
長
や
各
行
政
委
員
等
の
給
与
な
ど

を
規
定
す
る
「
鯖
江
市
特
別
職
の
職
員

の
給
与
お
よ
び
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
」
か
ら
分
離
す
る
も
の
。

所
属
す
る
常
任
委
員
会
の
任
期
を
１

年
か
ら
２
年
に
延
長
す
る
も
の
。

《
７
月
臨
時
会
》

災
害
時
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
・
防
災
ラ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
業
務
委
託
費
ほ
か

《
２
千
４
百
７
万
円
余
》

避
難
時
に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
防
災
ラ
ジ
オ

の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
行
う
ほ
か
非
常
食
の
購
入

費
用

市
庁
舎
耐
震
補
強
計
画
策
定
業
務
委
託

費

《
８
百
40
万
円
》

道
路
除
排
雪
機
械
整
備
費
補
助
金

《
１
千
２
百
万
円
》

市
道
の
除
雪
を
行
う
企
業
に
対
す
る

除
雪
車
の
購
入
費
補
助

一
般
会
計
予
算
ほ
か

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

鯖
江
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

鯖
江
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
員
提
案
）

鯖
江
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
議
員
提
案
）

平成23年３月11日に発生した、国内観測史上最大規模の東北地方太平洋沖地震とこれに起

因する巨大津波は、幾多の尊い人命や貴重な財産を一瞬にして奪い、生活基盤をことごとく破

壊し、東北地方を中心とした太平洋側の市町村に未曾有の被害をもたらした。

本市議会は、亡くなられた方々とその御遺族に対し深く哀悼の意を表するとともに、被災さ

れた方々に心からのお見舞いを申し上げる。一日も早い復旧、復興を願うものである。

今回の災害の中でも、福島第一原子力発電所の放射能漏れ事故により、多くの住民が長期に

亘り避難生活を強いられることになったことは、周辺自治体にとって憂慮すべき問題である。

わが国の原発安全神話がもろくも崩れ去り、原子力発電の安全性に根本的な課題を投げかけた

ものである。

核物質の飛散による放射能汚染は、周辺地域の住民生活、社会基盤、経済活動等に多大な影

響を及ぼし、このことは原発立地県である福井県においても同じ状況が起こりうると想定され、

県全体には動揺と不安が広がっている。

このため、二度とこのような事態が起きないよう、国は早急に徹底した検証を行うとともに、

原発立地県における住民の安全で安心な生活の確保など、原発のあり方も含めた周辺環境に対

する確実な放射能管理政策を講ずることについて、強く求めるものである。

以上、決議する。

平成23年６月９日

福井県鯖江市議会

原子力発電の安全に関する決議
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